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研究成果の概要（和文）：がん患者のQOLを高めるための研究を行い、以下の成果が得られた。1）アートセラピーはが
ん患者の「抑うつ感」や「疲労感」の軽減に効果がある、2）大学生を対象とした場合はマインドフルネス・アートセ
ラピーはアートセラピーのみより気分により効果がある、3）マインドフルネス・アートセラピーはがん患者の「緊張
－不安」、「抑うつ感」、「混乱」には低い程度の効果があり、「活力」と「疲労感」には中程度の効果がある、4）
がん患者と大学生を対象に、自律神経を指標としてマインドフルネス・アートセラピーを実施すると、メンタルのリス
クが低い人にはリスクが高い人より活力を活性化する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted a study about effects of art therapy on psychological aspects of 
cancer patients and developed a program of mindfulenss art therapy. We obtained the folloing resutls. 
1)Art Therapy affects on "depresseion" and "fatigue" of cancer patients, 2)Mindfulness Art Therapy is 
much more effective on mood of college students than only Art Therapy, 3) Midfunless Art therapy affects 
on "tension-anxiety," "depression," "fatigue" of cancer patients with small effect size, and "vigor" and 
"fatigue" with middle effect size, 4) Mindfulness Art Therapy may activate vigor for college students and 
cancer patietns with low mental helath risk much more than those with high mental risk using autonomic 
nervous system as an indictor.

研究分野： 臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
 
 がん患者は、身体的苦痛、心理的苦痛、社
会的苦痛、精神的苦痛を感じていることが多
く、それへの支援が必要と考えられた。一般
的なカウンセリングでは言語のみを用いる
ことが多く、患者は言語化しがたい気持ちな
どを表現することは難しかった。これらの問
題を解決できる方法として、アートセラピー
が考えられた。アートセラピーでは、表現活
動を通して患者の思考や感情を表現でき、そ
のなかでセラピストがカウンセリングして
いくという方法で、海外では研究が蓄積され
つつあるが、日本ではまだ十分に用いられて
いなかった。 
 
２．研究の目的 
 （1）アートセラピーは日本のがん患者に
用いることができるか、また気分やスピリチ
ュアリティの改善に効果があるかを調べる。 
 （2）アートセラピーのみと、アートセラ
ピーとマインドフルネスを組み合わせたマ
インドフルネス・アートセラピーは、健康な
成人の気分の改善にどちらがより効果があ
るかを調べる。 
 （3）マインドフルネス・アートセラピー
は、がん患者の気分の改善に効果があるかを
調べる。 
 （4）がん患者と健康な成人を対象として、
マインドフルネス前後の自律神経と気分の
変化を調べる。 
 （5）アートセラピーによる終末期患者と
のカウンセリング過程を検討する。 
 （6）アートセラピーにおける、ミュージ
ックセラピーの気分に及ぼす効果を調べる。 
 
３．研究の方法 
 （1）については、10 名の血液のがん患者
を対象として、カウンセラーが 2回のアート
セラピーを行った。アートセラピーでは、患
者は色鉛筆やパステルで絵を描いたり、コラ
ージュを行った。1 回目と 2 回目には 2 週間
を空けて行った。患者は 1 回目の開始前と 2
回目の開始後に気分プロフィール尺度
（POMS）とスピリチュアリティ尺度（FACIT-S
ｐ）、QOL 尺度に回答した。 
 （2）については、健康な大学生を対象と
して 2回のアートセラピーを行った。患者は
介入前後で POMS に回答した。 
 （3）については、マインドフルネスプロ
グラムとして、1つの動作を元にした CD を作
成した。患者は CD を聞きながら、マインド
フルネスを実施し、その後、自由にアート製
作を行った。介入前後で POMS へ回答した。 
 （4）については、がん患者 10 名と大学生
20 名を対象とした。対象者は 1回のマインド
フルネス・アートセラピーの前後に気分尺度
の JUMACLE（緊張覚醒：TA、エネルギー覚醒：
EA）に回答した。また前後において自律神経
（交感神経、副交感神経）の変動を調査者が

TAS9 という機器を用いて測定した。これは患
者に全く侵襲性がないものであった。 
（5）余命半年であった終末期患者と大学に
て月に 1 回約 90 分のアートセラピーを用い
た面接を行った。面接者は臨床心理士であっ
た。 
（6）A病院のホスピス病棟にプロのピアニス
トが約 60 分の演奏を行った。患者の家族と
スタッフ 25 名が演奏前後に気分尺度の
JUMACLE に回答した。 
 
４．研究成果 
 （1）については、アートセラピーはがん
患者の「抑うつ感」「疲労感」を軽減する傾
向がみられた。スピリチュアリティには天井
効果のため、変化はみられなかった（表 1）。
QOL 尺度は、低い効果がみられた。 
 （2）については、大学生を対象とし、マ
インドフルネス・アートセラピー群では、緊
張―不安、抑うつ感、疲労感が有意に低下し、
活力が有意に上昇した。一方、アートセラピ
ーのみの群では、緊張－不安と疲労は有意に
低下したものの、抑うつ感や活力には変化が
みられなかった。これらの結果は、アートセ
ラピーのみの群よりもマインドフルネス・ア
ートセラピーの方が気分の改善により効果
があると考えられた。 
 （3）については、がん患者の緊張―不安、
抑うつ感、混乱には低い程度の効果がみられ、
活力と疲労感には中程度の効果がみられた。
これより、マインドフルネス・アートセラピ
ーはがん患者の疲労感の回復と、活力の向上
に効果があることが示唆され、がん患者の
QOL を高めることに有効であることが示唆さ
れた。 
 
 表 1 がん患者への気分への効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 （4）については、がん患者の副交感神経
のレベルは小さい程度の効果量で低下し、交
感神経のレベルは小さい程度の効果量で上
昇した。TA は大きな効果量で低下し、EA は
中程度の効果量で上昇した。大学生について
は、GHQ の得点を基準にしてメンタル面のリ
スク高群と低群に分けた。メンタル面のリス
ク高群は、介入前後で全体的な自律神経活動
は有意に低下していた。気分の TA は有意に
低下し、EA は有意に上昇した。メンタル面の
リスク低群は、介入前後で副交感神経は有意
に上昇し、自律神経活動全体も有意に上昇し
た。また TA は有意に低下し、EA は天井効果
のために変化はみられなかった。 
これらの結果から、マインドフルネス・ア

ートセラピーはメンタル面のリスク高群に
は疲労などが残り、自律神経活動が低下する
おそれがあるが、メンタル面のリスク低群に
は副交感神経の活動を高め、かつ全体の自律
神経活動を高め、活力や活性化を促進するこ
とが示唆された。このことは、POMS を指標と
した場合に、活力が上昇していることの根拠
になると考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 （5）余命が半年と告知されていた終末期
がん患者にアートセラピーを実施した。９回
の面接は、「死を意識しない時期」「死を意識
しはじめた時期」「死を受容した時期」に分
類された。「死を意識しない時期」では、治
療を継続していたために、死はまだ身近では
なかった。描画でも、「海に憩う自分」を表
現していた。治療を中止し、死を意識し始め
た時期から、遺産、お墓など身近な問題を解
決しようとしていた。描画やコラージュにも
それらは表現されていた。「死を受容した時
期」では、現世のことを手放し、あの世に行
く準備をしていた。コラージュではそれら明
らかに表現されており、言語し難い感情を表

現することができていた。 
 （6）については、気分尺度 JUMACLE の演
奏前後の TA は有意に低下し、EA は有意に上
昇した。これより、音楽を用いたアートセラ
ピーは患者を介護する家族やスタッフの気
分の改善に有効であることが示唆された。 
 
 最後にマインドフルネス・アートセラピー
のマインドフルネスに関するプログラムを 4
つ作成した。がん患者の活動レベルは各病期
によっても異なってくる。日常生活が支障な
く過ごせる場合は、「歩くバージョン」「立つ
バージョン」が使用できる。また座位になっ
て体を動かすことができる場合は、「座るバ
ージョン」を利用でき、臥床していることが
安楽である場合は、「寝るバージョン」を用
いることができる。それらを DVD として完成
させた。 
 

 
図 3 「座る」という姿勢で行うマインドフ
ルネスの例 
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